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普及に移しうる成果  
南西諸島で多発生した害虫は 

日本初発生のアフリカシロナヨトウである 
 
［要約］ 
2010 年夏から秋にかけて沖縄県の多良間島・西表島、鹿児島県の喜界島・奄美大島でイネ

科牧草やサトウキビを加害する見慣れないヨトウ類の幼虫が多発生しました。羽化した成

虫を詳細に調べたところ、これまでわが国では害虫としての記録がないアフリカシロナヨ

トウと同定できました。 
 
［背景と目的］ 
2010 年 8 月中旬〜9 月上旬、沖縄県の多良間島と西表島で、これまで発生のなかったヨト

ウ類幼虫によるイネ科牧草やサトウキビへの加害が確認されました（図１）。また鹿児島県

の喜界島と奄美大島においても、2010 年 9 月中旬〜10 月上旬、ヨトウ類幼虫による同様

の被害が確認されました。幼虫による同定は困難でしたので、加害中の幼虫を採集して飼

育し、羽化させた成虫にもとづいて種名を正確に同定することにしました。 
 
［成果の内容］ 

2010年 8月中旬〜9月上旬に沖縄県の多良間島のイネ科牧草やサトウキビを加害中の幼

虫（図２左）および同年 8 月中旬に沖縄県の西表島のギニアグラスやサトウキビを加害し

ていた幼虫（図 2 右）を採集・飼育し、羽化成虫（図３左）を得ることができました。こ

れらの成虫を解剖し、農業環境技術研究所所蔵の杉繁郎コレクションの標本（図３右）や

文献などを参考に交尾器等の形態を詳細に比較検討したところ、チョウ目ヤガ科アフリカ

シロナヨトウ Spodoptera exempta (Walker)と同定することができました。その後、同年

9 月中旬〜下旬に鹿児島県の喜界島でイネ科牧草やサトウキビを加害していた幼虫および

同年 10 月中旬に鹿児島県の奄美大島でイネ科牧草を加害していた幼虫からそれぞれ成虫

を得て同様な方法で同定したところ、全て同じアフリカシロナヨトウでした。 
 本種は、アフリカからアジアの熱帯地域、オーストラリア、ハワイを含む太平洋の島嶼

に分布する著名な移動性の害虫で、主にイネ科のサトウキビ、イネ、トウモロコシ、ソル

ガムなどの作物を加害することが報告されています。わが国では、これまで成虫の採集記

録が僅かにありましたが（表１）、幼虫の発生や作物への加害事例は確認されていませんで

した。成虫は本州、九州でも採集されていますので、南西諸島以外でも今後の発生に注意

が必要です。なお、今回の情報は農業環境技術研究所の昆虫インベントリーシステムに掲

載し、一般に公開します。 
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図１ 多良間島における幼虫      表１ 2009 年以前の日本での成虫の採集記録 

による加害の状況           * は今回新たに確認した記録 
 

 

 
図２ アフリカシロナヨトウ幼虫の体色変異 

左：多良間島における黒色が強い老熟幼虫、右：西表島における緑色の中～老齢幼虫 
 
 

図３ アフリカシロナヨトウ成虫 
左：多良間島産の羽化成虫（生きた新鮮な個体なので翅の色彩が濃い）、右：農業環

境技術研究所所蔵の杉繁郎コレクションの標本（沖縄島で 1955 年 6 月 12 日に採集

された個体） 


